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　われわれが新人だった頃，回診前の写真見せの時に
はプレゼンに必要な X 線画像を選択し，まずはそれを
順序立ててシャウカステンに並べるのが仕事だった，
ということを専攻医に話したことがありました。彼ら
は何とシャウカステンを見たことはあるが使ったこと
はないとのことでした。逆に「シャウカステンとはど
ういう意味ですか」と聞き返されましたので，過去の
医学用語の多くがドイツ語由来であり，シャウカステン
Schaukasten もドイツ語の schauen（見る）と Kasten

（箱）からなる言葉であると伝えました（英語なら film 
viewer で，こちらの方がわれわれの頭にもスッキリ入
ります）。このような時代ですので，今の若手は人工関
節や骨切り術などの術前計画にシャウカステンを使い，
X 線画像を透かしてトレーシングペーパーで作図す
る，いわゆる paper operation をする機会はほとんど
ないのかもしれません。アナログ時代のわれわれから
すると「paper operation が一番大事！」と言いたくな
るかもしれませんが，時代は常に変化しているのです。
　さて9月増大号の特集は，森崎　裕先生ご企画の「医
療 DX」です。DX はもちろんデジタルトランスフォー
メーションの略です。厚生労働省のホームページによ
ると，医療 DX の目的は，DX を通じたサービスの効
率化や質の向上により，① 国民の更なる健康増進，
② 切れ目なくより質の高い医療等の効率的な提供，
③ 医療機関等の業務効率化，④ システム人材等の有
効活用，⑤ 医療情報の二次利用の環境整備の 5 点の実
現を目指すものと示されております。しかし，このよ
うな国家的戦略のみならず，われわれの日常診療には

大なり小なり様々な DX が浸透しており，日々進化し
ていることを本特集号を読んで改めて認識しました。
個人的には北原先生が紹介された「整形外科これだけ」
アプリが興味深く，さっそく会員登録させていただき
ました。内容に関しては読者の皆様方も登録し確認し
ていただければと思いますが，これからはこのような
デジタルツールを駆使して，教育や学習，業務管理を
行っていくことになるのでしょう。冒頭に書いたよう
に「われわれの時代は……」など言っていると，研修
医には相手にされなくなるでしょう。
　病院の業務効率の向上や医療安全対策に必須となっ
た医療 DX ですが，反面，病院は常にサイバー攻撃の
標的となります。2022 年に大阪の公立医療機関がラン
サムウェアによる被害を受けたことは記憶に新しいと
ころですが，これにより電子カルテが暗号化され診療
停止を余儀なくされました。われわれは電子カルテは
インターネットから切り離されているから安全である
と誤解しておりますが，先の医療機関は給食委託業者
の VPN（virtual private network）装置から侵入され
たとのことです。医療 DX が進み，各種手術のプラン
ニングや手術ロボットのメンテナンスなども外部業者
に委託しなければなりません。今後ますます医療現場
におけるセキュリティ対策は複雑化していくものと思
われます。本誌でもサイバー攻撃とセキュリティ対策
といった特集を組まなければならない時が近いうちに
来るかもしれません。
 （石橋恭之）
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